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 当科は CT（１台）、３テスラMRI（2台）、骨塩定量

装置（1台）、SPECT-CT（2台）、PET-CT（1台）を有

し、神経放射線分野において経験豊富な放射線技師

と医師で画像検査をおこなっています。

他施設からの画像検査も積極的に受けており、放

射線科診断専門医および核医学専門医を有する医

師が詳細なレポート作成をおこない、好評をいただ

いております。

画像検査をご希望の場合は、お気軽にご依頼いた

だけますと幸いです。

ご依頼いただける検査

● CT、MRI検査（造影は不可）

● 骨塩定量検査

● �核医学検査（脳血流 SPECT、MIBG 心筋シンチ、

DATスキャン、骨シンチ、FDG-PET）

＊�いずれの検査も鎮静が必要な方はお受けしてい

ません

＊�アミロイドPETに関しては、ものわすれ（認知症）

外来に患者さんをご紹介いただいた場合のみお

受けしています

昨年は、元旦に発生した能登半島地震に始まり、大雨による災害などが

続き、落ち着かない日々が多かったように思います。今年は、少しでも心穏

やかに過ごせる日が増えることを祈っております。

昨年11月13日に、数年ぶりに医療連携懇話会を執り行いました。多数

の皆様にご来場いただき、ありがとうございました。何より嬉しかったのは、

「身近な病院であることが理解できた」という言葉をいただけたことでした。

今年も、精神疾患、神経難病、てんかん、筋疾患などの専門的な医療を

やさしく提供させていただく所存です。さらに、レカネマブをはじめとする

抗体医薬による早期アルツハイマー病の治療にも取り組んでまいります。

該当しそうな患者さんがいらっしゃいましたら、ぜひご紹介ください。

本年も患者さんの笑顔が増えるよう、医療サービスに全力を尽くしてま

いります。皆さまにとって、幸多き一年となるよう祈念して新年の挨拶に

代えさせていただきます。

医療連携懇談会　第二部　懇親会

医療連携懇談会　第一部　懇談会

放射線診療部　医師　重本 蓉子病院長（事務取扱）
中込 和幸

NCNP
病院

診療科紹介

ご あいさつ

連絡先
詳細は当院ホームページ「医療関係者の皆様へ」→「医療連携について」→「画像検査のご依頼について」

をご参照のうえ、お気軽に放射線科受付　TEL 042-341-2711（内線 7080）までお問い合わせください。

放射線診療部

画像検査のご依頼について

新年、
明けましておめでとうございます。
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精神保健研究所
（NIMH）

神経研究所
（NIN）

National Institute of Mental Health

National Institute of Neuroscience

専門疾病センター
NCNP病院には現在12の専門疾病センターがあります。

診療科や専門分野を超えたチームにより高度専門的医療を行います。

パーキンソン病・運動障害疾患 (PMD)センターで

は、パーキンソン病・進行性核上性麻痺・皮質基底核

変性症・多系統萎縮症・運動失調・ジストニア・不随意

運動(振戦・舞踏運動・アテトーゼ)など動きの異常を

きたす疾患の診療・研究を行っています。脳神経内科・

脳神経外科・精神科・整形外科・放射線科・身体リハビ

リテーション科・看護部・薬剤部・医療連携福祉相談

室・遺伝カウンセリング室・栄養管理室・検査部・研究

所などが連携して取り組んでいます。

各種リハビリおよび評価入院 (ブラッシュアップ

(BU) 入院・集中リハビリ入院 ) や、レボドパ 持続

経腸療法 (LCIG)・フォスレボドパ持続皮下注療法

パーキンソン病・運動障害疾患センター
脳神経内科、パーキンソン病・運動障害疾患センター長

弓削田 晃弘地域医療から最先端まで
(CSCI)・脳深部刺激療法 (DBS)・ボツリヌス療法・姿

勢異常治療プログラム(MADI; 当院独自)など幅広

く行っています。また。啓発のための市民公開講座を

毎年開催しています。

BU 入院は利用しやす

いようにプログラムを

見直しました。地域の

医療機関 と も 連携 を

図っておりますので、当

院 PMD センターをご

活用下さい。

疾病研究第三部・
部長就任のご挨拶 疾病研究第三部

部長　森下 博文

2024年10月に疾病研

究第三部 の 部長 に 就任

いたしました森下博文で

す。私は、2000年に本セ

ンターにて精神科臨床に

従事したのち、２０年以上に渡り、脳の発達の

メカニズムの基礎研究に取り組んでまいりま

した。またこの１０年強は、ニューヨークのマ

ウントサイナイ医科大学・精神科にて研究室

を主宰してまいりました。このたび縁があり、

古巣の本センターで新たな研究を進めてゆく

機会を頂いたことに身の引き締まる思いです。

クロスアポイント制度によりニューヨークで

もマウスモデルを用いた研究を継続しますが、

新三部では、発達期の解析に特に有効なラッ

トならびにマーモセットモデルを導入し、認

知や社会性行動といった高次機能を司る神経

回路の発達とその病態のメカニズムを明らか

にすることで、自閉症や統合失調症等の精神

疾患の解明と克服のために全力を尽くす所存

です。皆様のご支援、ご協力を心よりお願い

申し上げます。

神経発達症の病態解明と
治療の最適化を目指して 知的・発達障害研究部　

部長　髙橋 長秀

知的・発達障害研究部

では、自閉スペクトラム症

(ASD)、注意欠如多動症

(ADHD) な ど の 神経発

達症（ 発達障害 ) の 病態

を明らかにして、最適な治療を提供することを

目的に研究をしています。

神経発達症の背後にある視線や表情などの

社会認知、実行機能、報酬系機能、時間知覚の

障害などを実験心理学的を用いて明らかにし、

それに対する有効な介入法を模索しています。

また、大規模コホート研究に参加し、ASD や

ADHD の発症に関連する遺伝子の変化と表

現型を解析し、早期兆候の発見、併存症が発

症する仕組みなどを明らかにしています。

今後はデジタルアプリやニューロモデュレー

ションなど、薬剤を使わない介入法の確立も

目指して行きたいと考えています。

さらに、全国で神経発達症の診療が可能な

仲間を増やしていくために、年4回の発達障害

者支援者研修を実施しています。
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●�生成 AI モデルで統合失調症の脳構造の変化をシミュレート
　NCNP（単独）
　神経研究所 疾病研究第七部 科研費研究員 山口博行 第二研究室長 山下祐一
　（10/15 リリース）

●�社会認知の主観的困難と客観的能力に基づく統合失調症患者における臨床的サブタイプを明らかに
　NCNP（共同） 東邦大学 北海道大学病院
　司法精神診療部 第一司法精神科医師 久保田涼太郎
　（10/30 リリース）

●�ネガティブな出来事における不確かな文脈記憶形成：その神経生物学的メカニズムとうつ病の発症
リスクとの関係を解明

　NCNP（共同） 富山大学 北里研究所
　精神保健研究所 行動医学研究部長 堀 弘明
　（10/31 リリース）

●�原因不明の女児の知的能力障害の12％にWDR45変異
　NCNP（共同） 国立国際医療研究センター
　メディカル・ゲノムセンター ゲノム診療開発部 特任研究部長 後藤雄一 統合ゲノム診断室長 井上健
　（11/20 リリース）

ご存じですか？　NCNP 及び NCNP病院　公式アカウント

https://twitter.com/NCNP_PR

https://www.youtube.com/user/NCNPchannel

https://www.instagram.com/ncnp_pr/  NCNP公式
https://www.instagram.com/ncnp_hospital/  院長室

ぜひ、フォロー・チャンネル登録をお願いします！！

NCNP公式 院長室

Nature

ハコベ
春の七草のひとつです。

「せり、なずな、ごぎょう、はこべら、ほとけのざ、すずな、
すずしろ、これぞ七草」

春の七草を覚えるときの５・７・５・７・７の口調です。
この、はこべら、がハコベのこと。
12月ごろ芽を出しはじめ、春先にかけて白い小さな花

を咲かせます。
花弁は10枚に見えますが実は5弁花で、一枚の花弁が深

く切れ込んでウサギの耳のようになっているので10枚に
見えるのです。

NCNP四季便り
トランスレーショナル・メディカルセンター　

永井 秀明

ＮＣＮＰプレスリリース （https://www.ncnp.go.jp/topics/）Annual Report 2023-2024を発刊しました。 広報室
川嶋 哲子

NCNPセンター年報『NCNP　ANNUAL REPORT 2023-2024』

ができました。病院・研究所で取り組んでいる医療・研究の最前線や、

当センターで行っている幅広い活動について掲載しています。ぜひご

一読ください。ホームページから電子ブックまたはPDF 版をダウンロー

ドしてご覧頂けます。

PDF版 電子ブック

巻頭特集◆「睡眠」研究と医療の最前線
今号のトピックス
●	筋ジストロフィー新薬開発の成果と未来への取り組み	

●	パーキンソン病治療の最先端　持続的な注射ができる薬と機器	

●	医療用パワードスーツを活用した新しい歩行訓練
バイオバンクの国際規格ISO 20387認定／アルツハイマー病新薬の「全国臨床レジストリ」研究スタート／脳

の健全な情報伝達を保つ DSCAM の仕組みを解明／脳が手指の感覚を自在に操る仕組みを解明／統合失調症

の認知機能障害の克服～世界各国に向けた政策提言～／支援が届く地域づくり 多職種による自治体アウトリー

チの実践／災害時や感染症流行下で求められる遠隔でのこころの支援／院内ホットラボでPET薬剤を合成


